
2024年度 CVV総会記録 

 

2024年度 CVV総会を次の要領で開催した。 

日時：2024年 5月 30日 16時半から 

場所：（一社）近畿建設協会会議室 

参加者：以下の 30名（順不同） 

青木、石原、一ノ瀬、今岡、祝、宇野、大井、川谷、神吉、串田、栗田、黒山、齋木、

先本、清水、下土居、鈴木厳、鈴木威、高田、武、田中、辻本、友廣、夏秋、野坂、原、

坂東、古川、古田、吉岡 

その他：総会資料は以下のとおり 

◇2023年度 活動報告 

１．総会の開催 

2023年度総会を 5月 30日に開催した。  

 

２．定例会の開催 

概ね 2か月ごとに定例会を開催し、活動方針や実施内容を協議しており今年度は 6回開催し

た。 

 

３．具体的な活動および今後の活動に向けた調査、検討 

今後の活動内容の拡大や充実に向け、各種団体へのヒアリングや関係機関での協議を実施す

るともにイベント開催等に協力した。また、過年度から実施している活動を継続実施し、ホー

ムページなどで土木施設の広報に努めた。 

① 関係機関との協議 

 過年度から交流のある西宮市と今年度以降の対応について関係者と協議した。 

 生徒児童への土木を知ってもらう取り組みの拡大に向けて兵庫こどもフェスタ関係者との打

合せを実施した。また、昨年度より交流のある湊川隧道部の前畑氏との打合せを継続実施し

た。 

 神戸市の「土木の学校」運営委員会に委員として参画した。 

 シビルアカデミー（第 2期第 4回）にオブザーバー参加するとともに意見交換を行った。 

 過年度より CVV から講師を派遣している地盤工学会関西支部の「若手セミナー」の幹事団と

今年度の実施内容等について協議した。また、11 月 16 日開催のセミナーで祝・原両会員が

講師を務めた。 

② いきいき活動（学童保育）への支援 

昨年度より実施している「いきいき活動（大阪市内小学校での学童保育）」への支援に関して、

今年度の開催に向けて、窓口の財団担当者ならびに実施校の運営指導員の方々と打合せを行っ

た。また、今期３校（新北島小学校、大空小学校、聖賢小学校）で橋の模型づくりを実施した。 

③ 土木遺産を活用した市民見学会の検討 

 表記については過年度より検討しており、本年度は琵琶湖疎水アカデミー小森氏の講演会な

らびに奈良市内の施設を対象とした調査を予定していることから関係機関と打合せを実施した。

なお、琵琶湖疎水アカデミー小森氏の講演会は定例会に併せて 9 月 4 日に実施し、奈良市内の

見学会は 11月 14日に開催し、CVV会員に加えて上記の小森氏も参加された。 

④ 土木用語辞典の検討 

最近使われなくなった土木用語（現場用語を中心に）に焦点を当てた辞典の作成の検討を始

めた。当面は作成の意義や手法を検討していく。 

⑤ 関西土木工学交流発表会への参加 

上記発表会で CVVの活動内容を紹介した。また、CVV代表・幹事長と関西支部幹部との打合せ

を併せて実施した。 

⑥ 浪速の名橋 50選の追加調査 

過年度より継続実施している橋梁調査について、2023年度は 12月 2日に大和川下流部の橋

梁調査を実施した。併せて、大和川スーパー堤防の視察を行った。なお、調査結果はホームペ

ージで公開している。 



⑦ 新入会員との意見交換会 

新規加入者が増加したことから CVV活動の歴史、概要、課題等を説明するとともに新規加入

者の活動内容に関して意向を確認した。 

 

◇2023年度 決算報告（監査報告を含む）：省略 

◇2024年度 役員案 

代 表：古田 均 

監 事：石原靖弘、南荘 淳 

幹事長：川谷充郎 

会 計：齋木亮一、高田嘉秀 

名 簿：古川博一 

事務長・HP：黒山泰弘 

 

＜担当グループ一覧（順不同）＞ 

〇土木施設調査 

坂東真一、清水文夫、栗田秀明、今岡亮司、武内隆文、齋木亮一、宇野宏司、野坂俊雄、 

武  伸明 

〇市民向け広報・見学会企画 

石原靖弘、宇野宏司、南荘  淳、祝 賢治、阿部 俊、青木伸一、辻本剛三 

〇CVV用語辞典 

今岡亮司、神吉和夫、先本  勉、栗田秀明、阿部 俊、川谷充郎 

〇技術継承 

夏秋義広、吉岡正道、友廣康二、下土居 秀樹、原 稔明 

〇学校教育連携 

鈴木  厳、石原靖弘、祝  賢治、鈴木  威、原 稔明、下土居 秀樹、野坂俊雄 

〇自治体支援 

夏秋義広、鈴木  威、高田嘉秀 

〇他団体連携 

南荘  淳   

 

◇2024年度 事業計画案 

① 総会、定例会の開催 

② 「浪速の名橋50選」を活用した見学会、研修会の実施 

③ 「大阪の橋 追補名橋」調査の継続実施 

④ 土木学会関西支部管内の土木遺産の調査継続ならびにそれらを活用した市民見学会の検討 

⑤ 自治体支援等の継続的な実施 

⑥ 技術継承に向けた取り組み（小中学校、大学・高専・高校、若手技術者） 

⑦ 活動内容の充実に向けた他団体との交流促進ならびに活動広報 

⑧ その他 

 

◇2024年度 予算案：省略 


